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1．はじめに

昨今，子どものインターネット利用はますます低年
齢化している。満0歳～ 9歳の子どもを持つ保護者に，
自身の子どものインターネット利用状況について尋ね
た内閣府（2020）の調査では，年々子どもがインター
ネットを利用していると回答する割合が増加している
ことが示された。具体的には2018年度では56.9%，2019
年度では57.2%だったのが，2020年度の調査では64.0%
と，コロナ禍の影響もあるせいか，年々増加傾向が見
られた。さらに，2歳で43.8％，3歳で60.2％，6歳で
71.2％，9歳で87.2％と年齢があがるにつれて，イン
ターネットを利用する割合が増えており，未就学児で
も半数以上の子どもがインターネットを利用している
状況が見て取れる。

このようなインターネット利用の低年齢化に伴い，
幼児期から家庭においてインターネット利用に関する
約束やルールを設定することの重要性が指摘されてい
る。加えて，幼児期から，大人が約束を一方的に課す
のではなく，約束の必要性について説明したり，話し
合ったりすることが，自律的にインターネットを活用
できる力を育てるためには必要であると考えられる。
例えば，内閣府（2020）が発行する低年齢層の子どもの
保護者向け普及啓発リーフレット「スマホ時代の子育
て～悩める保護者のためのＱ&Ａ～（幼児・児童編）」

では，『子どもにスマートフォンやタブレットの利用
ルールを守らせるには，ルールの内容を家族全員で相
談して決めて，大人も含めた家族全員がルールを守っ
ていくことが大切です。』とあり，ルール作りのヒント
として，子どもにわかりやすいものにすることや，子
どもの成長に応じてルールを見直すことを提案してい
る。

インターネット利用に関するルールについて子ども
が理解しやすい形で伝えたり，親子で話し合ったり，
子どもの理解に合わせたルールを設定するためには，
まず，子どもがインターネットについて何をどのよう
に理解しているか知る必要があるだろう。

子どものインターネットの理解に関する先行研究で
は，Yan（2005, 2006, 2009）が一連の研究で，インター
ネットのネットワークの複雑性について，技術的な側
面と，社会的な側面にわけ，両者に対する理解の発達
変化を幼児から成人を対象に調査している。Yan（2005）
では，5から12歳の子どもと成人を対象にインターネッ
トの技術的複雑性と社会的複雑性について尋ねる自由
回答形式の質問を行い，その回答をそれぞれ4つのレ
ベルに分類した。分類の結果，どちらの複雑性につい
ても知覚に基づく理解から概念的理解に発達していく
ことが示された。さらに，技術的複雑性の理解，社会
的複雑性の理解ともに，9から10歳の大半が「レベル
1」の知覚に基づく理解をしており，11から12歳との
間に有意な差があった。また，概念的な理解を示す「レ
ベル4」に該当する人は成人でもわずかであった。加
えて，年齢とオンライン経験の両方が，インターネッ
トの技術的複雑性の理解を有意に予測したが，経験よ
りも年齢の方がより予測力が高いこと，社会的複雑性
の理解は年齢のみが関連していたことを示した。以上
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の結果から，児童期後期にインターネットの複雑性に
関する理解が発達すること，成人でさえもインターネッ
トの技術的・社会的複雑性を正確に科学的に理解して
いる人はわずかであることが示唆された。

同様の結果は，Yan（2006）においても示されている。
Yan（2006）では，インターネットの技術的・社会的複
雑性の理解に，年齢やインターネット利用経験が関係
するのか，小学4年生から中学2年生までを対象に調査
を行った。その結果，Yan（2005）と同様，年長の子ど
もは，年少の子どもより，社会的・技術的複雑性の理
解が高く，子どものインターネットの複雑性の理解は，
インターネット利用に関する要因（インターネット利用
歴や頻度，インターネットに関する授業への参加）より
も年齢の方が関連があることが示された。

Yan（2009）では，年齢の高い子どもも対象者に含め，
9から17歳の子どもと成人を対象に調査を行った。そ
の結果，これまでの研究と同様，年齢が上がるにつれ
て知覚に基づく理解ではなく概念的な理解をしている
人の割合が増える一方で，成人でも正確に概念的にイ
ンターネットを理解している人はわずかであることが
示された。

低年齢の子どものインターネット理解について，
Edwards et al., （2016）では，4から5歳の子どもに，イ
ンターネットについて理解していることに尋ねたり，
インターネットの絵を描いてもらったりし，その実態
について明らかにしようとした。その結果，低年齢の
子どもたちのインターネットに対する理解は，インター
ネットで誰が何をしているかに基づく「文脈ベースの
理解」と，電気やLANケーブルはインターネットが働
くために必要であると気付く等，知覚（見た目）に基づ
きインターネットを理解する「ツールベースの理解」
があるとした。Yan（2005, 2006, 2009）で示された結果
と同様，低年齢の子どもは，経験や知覚に基づきイン
ターネットを理解していることが示唆される。

低年齢の子どもとインターネット利用のルールにつ
いて話しあったり，子どもの理解に合わせたルールを
作ったりするために，低年齢の子どものインターネッ

ト理解の現状を把握する必要があるが，これまでの先
行研究ではいくつか課題が残されている。

Yan（2005, 2006, 2009）の一連の研究では，児童期後
期に知覚に基づく理解から概念的な理解に発達的変化
が起こることが示唆されたものの，幼児期から児童期
前期の子どもたちのインターネット理解がどのように
変化していくのかについて，幼児を対象にしたEdwards 
et al., （2016）でも検討されていない。

加えて，インターネット理解を測定する方法も，自
由回答をYan（2005, 2006, 2009）では2つのタイプ（技
術的複雑性・社会的複雑性）を4つのレベルに，Edwards 
et al., （2016）では段階はなく2つのタイプに分類する
ものであり，簡便な方法でインターネット理解を把握
するものではなかった。今後，低年齢の子どものイン
ターネット理解に合わせた適切なインターネット利用
に関する養育行動を明らかにしようとするとき，保護
者が評定できる尺度等，より簡便な方法で低年齢の子
どものインターネット理解を確認する方法が必要であ
ると考えられる。

さらに，Yan（2005,2006）では，インターネット利用
経験ではなく，年齢がインターネット理解を促すこと
が示唆されているが，その理由については明瞭ではな
かった。年齢が低い子どもの発達的限界（抽象概念の理
解の未成熟）のためインターネットの複雑性を理解でき
なかったのか，年齢の低い子どもはフィルタリング等，
養育者等に制限されたインターネット利用をしている
ため複雑性の理解が進まないのか（Mertala, 2019），検
討されていない。

また，Yan（2005）では，5から8歳のインターネット
利用経験は他の年齢層よりも低く，利用の低年齢化が
進む現在とは状況が異なると考えられる。

そこで本研究では，低年齢の子どものインターネッ
トの理解を明らかにするために，まず，簡便な方法で
低年齢の子どものインターネット理解を測定する保護
者評定による尺度を作成することを第一の目的とする。
さらに，低年齢の子どものインターネットの理解に関
する実態を明らかにし，発達が進むにつれてどのよう

表1　子どもの性別・年齢ごとの分析対象者の人数

インターネットを利用している インターネットを利用していない 計
男児 女児 計 男児 女児 計 男児 女児 計

3歳児（年少クラス相当）
4歳児（年中クラス相当）
5歳児（年長クラス相当）
小学1年生
小学2年生
小学3年生
計

120
128
121
128
111
128
736

111
119
109
113
120
129
701

231
247
230
241
231
257
1437

49
47
30
39
24
24
213

54
52
40
32
37
29
244

103
99
70
71
61
53
457

169
175
151
167
135
152
949

165
171
149
145
157
158
945

334
346
300
312
292
310
1894
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に理解が変化していくのか検討することを第二の目的
とする。最後に，Yan（2005,2006）でも検討されていた
インターネットの理解を促す要因について，学齢，イ
ンターネット利用経験，保護者のインターネット利用
に対する介入との関連を明らかにすることを第三の目
的とする。特に，インターネット利用に対する介入の
うち，子どものインターネット利用に技術的に制限を
かける技術的介入とその介入導入の際の保護者のかか
わり方が，低年齢の子どものインターネットの理解を
促すのかを検討する。

2．方法

2.1　調査対象者と手続き

WEB調査会社を通じ実施したスクリーニング調査回
答者の中から，3歳児（年少）クラス相当以上小学3年生
以下の子どもと同居し，その子どもの養育に最も関わっ
ていると回答した保護者を抽出し本調査の対象者とし
た。該当の学齢に複数の子どもがいる場合は，回答対
象となる子どもをランダムに指定した。なお，子ども
の学齢・性別に偏りなくデータ収集するため，均等に
割り付けた。不適切な回答を除いた1894名（男性165
名，女性1729名）を分析対象とする。各学齢・性別に
おける分析対象者の人数について表1に示す。

2.2　調査項目

保護者及び子どもの性別，年齢（学齢），インターネッ
トの利用状況等に加え次の項目等を尋ねた。 

2.2.1　インターネットの存在に関する理解
インターネット接続機器がインターネットにつな

がっていることを理解しているかどうかについて，Yan
（2005, 2006, 2009）を参考に，経験に基づく知覚的・具
体的な理解から概念的・抽象的理解にレベルがあがる
ように4つのレベルを設定した。「レベル1：インター
ネットに接続できる機器が存在することを知らない

（例：インターネットを利用する機器（スマホ・パソコ
ン・タブレット端末等）がこの世の中にあることを知ら
ない，コンピュータ・タブレット・スマホなどインター
ネットを利用する機器の名前を会話の中で使わない）」，

「レベル2：自分が利用する機器がインターネットにつ
ながっていることを理解していない（例：機器本体の電
源とインターネットの接続との区別がついていない，
インターネットに接続して視聴する動画とTVの生放
送や録画した番組，DVDが区別できていない）」，「レ
ベル3：自分が利用する機器がインターネットにつな
がっていることを理解している（例：LANケーブルが

抜けていたり，Wi-Fiや無線LANの接続等に不具合が
あればインターネットが使えないことを知っている，
インターネットに接続していないと使えない機能やア
プリがあることを知っている，機器が機内モードになっ
ていたり，Wi-FiがOFFになっているとインターネッ
トが使えないことを知っている）」，「レベル4：自分が
利用したことがない機器もインターネットにつながる
ことができることを理解している（例：普段自分が使っ
ている機器だけでなく，これまで自分が利用したこと
がない機器もインターネットにつながっていることを
知っている，自宅にはないが，インターネットにつな
がる冷蔵庫や電子レンジなどの家電や自動車があるこ
とを知っている）」の4レベルについて，現在の自身の
子どもに該当するものすべてを選択するよう求めた。
なお，回答者にはレベルの数値は示さず，代わりにア
ルファベットの選択肢（a ～ d）を示した。選択された
レベルの数値をコード化し，複数選択の場合，最もレ
ベルの高い回答の数値を割り振った。

2.2.2　インターネットの仕組に関する理解
インターネットがネットワーク同士で繋がっている

という仕組の理解について，存在の理解同様，Yan
（2005, 2006, 2009）を参考に，4つのレベルを設定した。
「1：インターネットによって，外部とネットワークで
つながっていることを知らない（例：現実の人間とゲー
ムの中の登場人物の区別がつかない，その場にいない
離れた人と情報のやり取りができることを知らない）」，

「2：インターネットによって自分や家族が知っている
人（会ったことがある人）とだけつながっていると思っ
ている（例：自分の家族や身近な人のパソコンやスマー
トフォンだけがネットワークでつながって，情報のや
り取りができると考えている。）」，「3：インターネット
によって自分や家族が知らない人（会ったことがない
人）ともつながっていることを知っている（例：自分が
利用しているパソコンやスマートフォンなどは，自分
が会ったことがない人が持っている人の機器とネット
ワークでつながって，情報のやり取りができることを
知っている，YouTube等の動画へのコメントや，イン
ターネット上に書かれている文字情報は現実にいる実
際の人間がコメントを書いていることを知っている，
SNS等を使えば，自分と同じ趣味の人や同じ年ごろの
人と知り合ったり友達になったりできることを知って
いる）」，「4：インターネットによって，全世界のすべ
ての人とつながって，なかには，悪意のある人や子ど
もを利用しようとしている人もいることを知っている」
の4レベルについて，現在の自身の子どもに該当する
ものすべてを選択するよう求めた。なお，回答者には
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レベルの数値は示さず，代わりにアルファベットの選
択肢（a～d）を示した。選択されたレベルの数値をコー
ド化し，複数選択の場合，最もレベルの高い回答の数
値を割り振った。

2.2.3　インターネットの利用時間
最近1か月の間に子どもがデジタルゲームで遊んだ

1日当たりの時間を，「学校・園のない（平日）」と「学
校・園のある日（休日）」についてそれぞれ尋ねた。回
答は，「まったく遊ばなかった」，「1～30分まで」，「31
分以上～ 1時間まで」，「1時間1分以上～ 2時間まで」，

「2時間1分以上～ 3時間まで」，「3時間1分以上～ 4時
間まで」，「4時間1分以上～ 5時間まで」，「4時間1分
以上～5時間まで」，「5時間1分以上～6時間まで」，「6
時間1分以上～ 7時間まで」，「7時間1分以上」，「わか
らない」の11個の選択肢から一つ選ぶよう求めた。

選択肢の中点（例：「1 ～ 30分まで」は15分）に変換
し，平日を5倍，休日を2倍したものを合計し，イン
ターネット利用時間の指標とした。なお分からないと
回答した11名を欠損値とした。

2.2.4　インターネットの利用に対する技術的介入
最近1か月の間に当該子どもがインターネットを利

用していると回答した1437名を対象に，最近1か月の
間にその子どもが利用しているインターネット接続機
器に，①機器利用，②ダウンロード，③内容，④時間
を制限する設定やサービスを利用しているか尋ねた。4
項目のいずれかで，「一部の機器で利用／設定」「全て
の機器で利用／設定」と回答した811名を介入あり群，
すべての項目で「一台も利用／設定なし」と回答した
523名を介入なし群とした。4項目すべてで「利用／設
定しているか分からない」と回答した74名と，4項目
の中で「利用／設定しているか分からない」と「一台
も利用／設定なし」としか回答しなかった29名を分析
から除外した。

2.2.5　 技術的介入の導入
技術的介入あり群の811名に対して，技術的介入を

始めたきっかけについて，説明（このような設定がなぜ
必要なのか子どもに説明した），話しあい（子どもの考
えや気持ちを聞きながら，どのような設定をしたらよ
いのか，子どもと話し合った），大人主導（子どもの意
見は参考にせず，事前に親が設定した機器をつかわせ
ている）の3項目で尋ね，「1：全くあてはまらない」̃

「4：よくあてはまる」の4件法で回答を求めた。

3．結果

3.1　インターネットの存在の理解の発達

インターネット接続機器がインターネットにつな
がっていることを理解しているかどうかについて，4
つのレベルを設定し，回答対象となる子どもがどの状
態に該当するか，回答を求めた。以下，レベル別に該
当者と未該当者の割合について結果を示す。

3.1.1　 レベル1：インターネット接続機器の存在の
未理解

「レベル1：インターネットに接続できる機器が存在
することを知らない」に対象となる子どもが該当する
かどうか回答を求めた結果を性別・学齢別に整理した
ものを図1に示す。

性別と学齢の12群と当該項目に該当すると回答した
か否かについてカイ二乗検定を行ったところ有意であっ
た（χ2（11）=79.49, p<.001）。残差分析の結果，男児で
は，年少・年長に，女児では年少に該当すると回答し
た割合が多かった。一方で，男児では小2・3，女児：
小1・2・3で，該当すると回答した割合が少なかった

（表2参照）。

表 2　レベル1：インターネット接続機器の存在の未理解

該当 非該当

n % 調整済
残差 n % 調整済

残差

男
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

38
25
33
16
9
8

22.49
14.29
21.85
9.58
6.67
5.26

3.50
0.30
3.10
-1.60
-2.40
-3.10

131
150
118
151
126
144

77.51
85.71
78.15
90.42
93.33
94.74

-3.50
-0.30
-3.10
1.60
2.40
3.10

女
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

44
30
22
10
11
12

26.67
17.54
14.77
6.90
7.01
7.59

5.10
1.60
0.40
-2.50
-2.50
-2.30

121
141
127
135
146
146

73.33
82.46
85.23
93.10
92.99
92.41

-5.10
-1.60
-0.40
2.50
2.50
2.30

図1　レベル1：インターネット接続機器の存在の未理解
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3.1.2　 レベル2：利用機器のインターネット接続の
未理解

「レベル2：自分が利用する機器がインターネットに
つながっていることを理解していない」に子どもが該
当するか否か尋ねた結果を図2に性別・学齢別に整理
した。

性別と学齢の12群と当該項目に該当すると回答した
か否かについてカイ二乗検定を行ったところ有意であっ
た（χ2（11）=164.72, p<.001）。残差分析の結果，男児
の年少・年中・年長，女児の年少・年中で該当すると
回答した割合が多く，男児の小1・2・3，女児の小2・
3では，該当すると回答した割合が少なかった（表3参
照）。

3.1.3　 レベル3：利用機器のインターネット接続の
理解

「レベル3：自分が利用する機器がインターネットに
つながっていることを理解している」に子どもが該当
するか否か尋ねた。その結果を図3に性別・学齢別に
示す。

性別と学齢の12群と当該項目に該当すると回答した
か否かについてカイ二乗検定を行ったところ有意であっ
た（χ2（11）=173.63, p<.001）。残差分析の結果，男児
の年少・年中・年長，女児の年少・年中では，該当す
ると回答した割合が少なく，男児，女児ともに，小学
生になると該当すると回答した割合が多かった（表4参
照）。

図3　レベル3：利用機器のインターネット接続の理解

表3 レベル2：利用機器のインターネット接続の未理解

該当 非該当

n % 調整済
残差 n % 調整済

残差

男
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

93
89
66
39
27
24

55.03
50.86
43.71
23.35
20.00
15.79

5.50
4.40
2.10
-3.50
-3.90
-5.30

76
86
85

128
108
128

44.97
49.14
56.29
76.65
80.00
84.21

-5.50
-4.40
-2.10
3.50
3.90
5.30

女
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

85
80
64
43
37
29

51.52
46.78
42.95
29.66
23.57
18.35

4.40
3.20
1.90
-1.60
-3.30
-4.80

80
91
85

102
120
129

48.48
53.22
57.05
70.34
76.43
81.65

-4.40
-3.20
-1.90
1.60
3.30
4.80

表4　レベル3：利用機器のインターネット接続の理解

該当 非該当

n % 調整済
残差 n % 調整済

残差

男
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

38
62
43
95
75

102

22.49
35.43
28.48
56.89
55.56
67.11

-6.00
-2.50
-4.10
3.50
2.80
5.90

131
113
108
72
60
50

77.51
64.57
71.52
43.11
44.44
32.89

6.00
2.50
4.10
-3.50
-2.80
-5.90

女
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

38
58
64
77
87
98

23.03
33.92
42.95
53.10
55.41
62.03

-5.70
-2.80
-0.30
2.20
3.00
4.70

127
113
85
68
70
60

76.97
66.08
57.05
46.90
44.59
37.97

5.70
2.80
0.30
-2.20
-3.00
-4.70

図2　レベル2：利用機器のインターネット接続の未理解
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3.1.4　 レベル4：未利用機器のインターネット接続
の理解

「レベル4：自分が利用したことがない機器もイン
ターネットにつながることができることを理解してい
る」に子どもが該当するかどうかを尋ねた結果を，図
4に性別・学齢別に示す。

性別と学齢の12群と当該項目に該当すると回答した
か否かについてカイ二乗検定を行ったところ有意であっ
た（χ2（11）=58.19, p<.001）。残差分析の結果，男児，
女児ともに年少・年中では該当すると回答した割合が
少なく，小2・3では該当すると回答した割合が多かっ
た（表5参照）。

3.1.5　インターネットの存在の理解の発達的変化
レベル1からレベル4の残差分析の結果について表6

に整理した。おおよそ，レベル1・2は未就学児が該当
し，レベル3・4は小学生が該当する傾向が見られた。

3.2　インターネットの仕組の理解の発達

インターネットがネットワークでつながっていると
いう仕組を理解しているかについて，4つのレベルを

設定し，回答対象となる子どもがどの状態に該当する
か，回答を求めた。以下，レベル別に該当者と未該当
者の割合について結果を示す。

3.2.1　レベル1：ネットワーク化の未理解
　「レベル：1インターネットによって，外部とネッ

トワークでつながっていることを知らない」に子ども
が該当するか否か尋ねた結果を，性別・学齢別に整理
した（図5参照）。

性別と学齢の12群と当該項目に該当すると回答した
か否かについてカイ二乗検定を行ったところ有意であっ
た（χ2（11）=220.08, p<.001）。残差分析の結果，男児
の年少・年中・年長，女児の年少・年中で該当すると
回答した割合が多く，男児・女児ともに，小学生では
該当すると回答した割合が少なかった（表7参照）。

表5　レベル4：未利用機器のインターネット接続の理解

該当 非該当

n % 調整済
残差 n % 調整済

残差

男
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

14
15
22
33
29
32

8.28
8.57

14.57
19.76
21.48
21.05

-2.60
-2.50
-0.20
1.70
2.10
2.10

155
160
129
134
106
120

91.72
91.43
85.43
80.24
78.52
78.95

2.60
2.50
0.20
-1.70
-2.10
-2.10

女
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

11
15
15
29
37
35

6.67
8.77

10.07
20.00
23.57
22.15

-3.20
-2.40
-1.80
1.70
3.10
2.60

154
156
134
116
120
123

93.33
91.23
89.93
80.00
76.43
77.85

3.20
2.40
1.80
-1.70
-3.10
-2.60

表7　レベル1：ネットワーク化の未理解

該当 非該当

n % 調整済
残差 n % 調整済

残差

男
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

107
93
69
44
27
26

63.31
53.14
45.70
26.35
20.00
17.11

7.00
4.30
2.00
-3.30
-4.50
-5.60

62
82
82

123
108
126

36.69
46.86
54.30
73.65
80.00
82.89

-7.00
-4.30
-2.00
3.30
4.50
5.60

女
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

93
94
67
42
31
31

56.36
54.97
44.97
28.97
19.75
19.62

5.00
4.70
1.80
-2.40
-5.00
-5.00

72
77
82

103
126
127

43.64
45.03
55.03
71.03
80.25
80.38

-5.00
-4.70
-1.80
2.40
5.00
5.00

表 6　インターネットの存在の理解の残差分析の結果
該当 非該当

男児 女児 男児 女児

1
2
3
4

年少・年長
年少・年中・年長
小1・小2・小3

小2・小3

年少
年少・年中

小1・小2・小3
小2・小3

小2・小3
小1・小2・小3
年少・年中・年長

年少・年中

小1・小2・小3
小2・小3
年少・年中
年少・年中

図4　レベル4：未利用機器のインターネット接続の理解

図 5　レベル1：ネットワーク化の未理解
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3.2.2　レベル2：既知人物とのネットワーク化の理解 
「レベル2：インターネットによって自分や家族が

知っている人（会ったことがある人）とだけつながって
いると思っている」に子どもが該当するかどうか尋ね
た結果を性別・学齢別に整理し，図6に示す。

性別と学齢の12群と当該項目に該当すると回答した
か否かについてカイ二乗検定を行ったところ有意であっ
た（χ2（11）=43.76, p<.001）。残差分析の結果，女児の
年少で該当すると回答した割合が多く，男児の小2・3，
女児の小3で該当すると回答した割合が少なかった（表
8参照）。

3.2.3　レベル3：未知人物とのネットワーク化の理解 
　「レベル3：インターネットによって自分や家族が

知らない人（会ったことがない人）ともつながっている
ことを知っている」に子どもが該当するかどうか尋ね
た結果を性別・学齢別に整理し，図7に示す。

　性別と学齢の12群と当該項目に該当すると回答し
たか否かについてカイ二乗検定を行ったところ有意で
あった（χ2（11）=155.67, p<.001）。残差分析の結果，男
児・女児ともに，年少・年中では該当すると回答した

割合が少なく，男児では小1・2・3で，女児では小2・
3で該当すると回答した割合が多かった（表9参照）。

3.2.4　レベル4：全世界とのネットワーク化の理解 
　「レベル4：インターネットによって，全世界のす

べての人とつながって，なかには，悪意のある人や子
どもを利用しようとしている人もいることを知ってい
る」に子どもが該当するか否かを尋ねた。その結果を
性別学齢別に整理し，図8に示す。

　性別と学齢の12群と当該項目に該当すると回答し
たか否かについてカイ二乗検定を行ったところ有意で
あった（χ2（11）=196.89, p<.001）。残差分析の結果，男
児の年少・年中・年長，女児の年少・年中では該当す
ると回答した割合が少なく，男児・女児ともに，小2・
3では該当すると回答した割合が多かった（表10参照）。

表8　レベル2：既知人物とのネットワーク化の理解

該当 非該当

n % 調整済
残差 n % 調整済

残差

男
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

46
46
28
28
20
18

27.22
26.29
18.54
16.77
14.81
11.84

1.70
1.50
-1.00
-1.70
-2.10
-3.10

123
129
123
139
115
134

72.78
73.71
81.46
83.23
85.19
88.16

-1.70
-1.50
1.00
1.70
2.10
3.10

女
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

55
36
40
41
33
24

33.33
21.05
26.85
28.28
21.02
15.19

3.70
-0.30
1.50
1.90
-0.30
-2.10

110
135
109
104
124
134

66.67
78.95
73.15
71.72
78.98
84.81

-3.70
0.30
-1.50
-1.90
0.30
2.10

表 9　レベル3：未知人物とのネットワーク化の理解

該当 非該当

n % 調整済
残差 n % 調整済

残差

男
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

23
34
46
81
58
74

13.61
19.43
30.46
48.50
42.96
48.68

-5.20
-3.60
-0.20
5.00
3.00
4.80

146
141
105
86
77
78

86.39
80.57
69.54
51.50
57.04
51.32

5.20
3.60
0.20
-5.00
-3.00
-4.80

女
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

21
33
38
46
63
76

12.73
19.30
25.50
31.72
40.13
48.10

-5.40
-3.60
-1.60
0.10
2.50
4.80

144
138
111
99
94
82

87.27
80.70
74.50
68.28
59.87
51.90

5.40
3.60
1.60
-0.10
-2.50
-4.80

図 6　レベル2：既知人物とのネットワーク化の理解

図7　レベル3：未知人物とのネットワーク化の理解
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3.2.5　インターネットの仕組の理解の発達的変化
レベル1からレベル4の残差分析の結果について表

11に整理した。おおよそ，レベル1・2は未就学児が該
当し，レベル3・4は小学生が該当する傾向が見られた。

3.3　 インターネット理解とインターネット利用時間
の関連

低年齢の子どものインターネットの理解と，インター
ネットの利用経験・学齢との関連について検討するた
め，子どもの性別・学齢・インターネットの利用時間
を説明変数，子どものインターネットの存在もしくは
仕組の理解の4つのレベルを目的変数とする多項ロジ
スティック回帰分析を行った。参照カテゴリーはレベ

ル1に設定した。

3.3.1　インターネットの存在の理解と利用時間の関連
インターネットの存在の理解について，インターネッ

ト利用時間が長いほどレベル1よりもレベル2（OR=1.00, 
95%CI=1.001-1.002）に該当すると回答する傾向が高く
なった。また，学齢が高くインターネット利用時間が
長 い ほ ど， レ ベ ル 1 よ り も 3（ 学 齢：OR=1.66, 
95%CI=1.49-1.84・ 利 用 時 間：OR=1.001, 
95%CI=1.001-1.002）・4（学齢：OR=1.74, 95%CI=1.54-
1.97・利用時間：OR=1.001, 95%CI=1.001-1.002）に該
当すると回答する傾向が高くなることが示された（表
12参照）。利用時間と学齢のオッズ比を比べると学齢
のオッズ比が高かった。一方で，利用時間を統制した
場合でも，インターネット利用時間がレベル3（利用機
器のインターネット接続の理解）・4（未利用機器のイン
ターネット接続の理解）に該当すると回答しやすい傾向
を高めることが示された。

3.3.2　インターネットの仕組の理解と利用時間の関連
インターネットの仕組の理解について，学齢が高い

ほどレベル1よりも2が選ばれやすく（OR=1.14, 
95%CI=1.052-1.234），また，ネット利用時間が長く学
齢が高いほど，レベル1よりも3（学齢：OR=1.64, 
95%CI=1.52-1.78・ 利 用 時 間：OR =1.001, 
95%CI=1.001-1.002）・4（学齢：OR=2.13, 95%CI=1.93-
2.35・利用時間：OR=1.001, 95%CI=1.001-1.002）に該
当すると回答する傾向が高くなることが示された（表
13参照）。利用時間と学齢のオッズ比を比べると学齢
のオッズ比が高かった。一方で，利用時間を統制した
場合でも，インターネット利用時間がレベル1よりも
レベル3（未知人物とのネットワーク化の理解）・4（全
世界とのネットワーク化の理解）に該当すると回答しや
すい傾向を高めることが示された。

3.4　インターネット理解と技術的介入の関連

中心化した学齢，技術的介入（インターネット利用無
し・技術的介入あり・技術的介入なし），中心化した学
齢と技術的介入の交互作用項を説明変数，子どものイ
ンターネットの存在と仕組の理解を目的変数とする多
項ロジスティック回帰分析を行った。参照カテゴリー
はレベル1に設定した。交互作用項を含んだモデルは
含まないモデルと比べ，どちらも有意な改善が見られ
なかった（存在:χ2（6）= 10.50, n.s. ; 仕組：χ2（6）=6.68, 
n .s .）ため，交互作用項を含まないモデルを採用した。

表10　レベル4：全世界とのネットワーク化の理解

該当 非該当

n % 調整済
残差 n % 調整済

残差

男
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

6
16
12
27
48
52

3.55
9.14
7.95

16.17
35.56
34.21

-4.80
-2.80
-3.00
-0.20
6.10
6.00

163
159
139
140
87

100

96.45
90.86
92.05
83.83
64.44
65.79

4.80
2.80
3.00
0.20
-6.10
-6.00

女
児

年少
年中
年長
小1
小2
小3

4
10
18
25
44
55

2.42
5.85

12.08
17.24
28.03
34.81

-5.20
-4.00
-1.60
0.20
4.00
6.40

161
161
131
120
113
103

97.58
94.15
87.92
82.76
71.97
65.19

5.20
4.00
1.60
-0.20
-4.00
-6.40

表11　インターネットの仕組の理解の残差分析の結果
該当 非該当

男児 女児 男児 女児

1
2
3
4

年少・年中・年長

小1・小2・小3
小2・小3

年少・年中
年少

小2・小3
小2・小3

小1・小2・小3
小2・小3
年少・年中

年少・年中・年長

小1・小2・小3
小3

年少・年中
年少・年中

図 8　レベル4：全世界とのネットワーク化の理解
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3.4.1　 インターネットの存在の理解と技術的介入の
関連

インターネットの存在の理解について，学齢が高い
ほどレベル1よりも3（OR=1.64, 95%CI=1.47-1.82）・4

（OR=1.73, 95%CI=1.53-1.96）が選ばれやすいことが示
された。技術的介入がない状態でインターネットを利
用している群と比べ，インターネット未利用群の方が，
レベル1よりもレベル2（OR=.43, 95%CI=.28-.64）・3

（OR=.36, 95%CI=.24-.56）・4（OR=.52, 95%CI=.32-
.85）に該当すると回答しにくい傾向，すなわち，イン
ターネット未利用群よりも技術的介入がない状態でイ
ンターネットを利用している群の方が，レベル1より
もレベル2・3・4に該当すると回答しやすい傾向が見
られた。加えて，技術的介入がない群と比べ，技術的
介入がある群の方が，レベル1よりもレベル3（OR=1.72, 
95%CI=1.11-2.68）に該当すると回答しやすい傾向が示
された（表14参照）。

3.4.2　 インターネットの仕組の理解と技術的介入の
関連

インターネットの仕組の理解について，学齢が高い
ほどレベル1よりもレベル2（OR=1.13, 95%CI=1.04-
1.23）・3（OR=1.65, 95%CI=1.53-1.79）・4（OR=2.11, 
95%CI=1.91-2.33）になりやすい傾向が見られた。また，
技術的介入がない状態でインターネットを利用してい
る群と比べ，技術的介入がある状態でインターネット
を利用している群の方が，レベル1よりレベル2

（OR =1 . 5 2 ,  9 5% C I =1 . 1 1 - 2 . 0 8）・3（OR =1 . 7 5 , 
95%CI=1.30-2.36）・4（OR=1.92, 95%CI=1.35-2.73）に
該当すると回答しやすい傾向が示された（表15参照）。

3.5　 インターネット理解と技術的介入のきっかけの
関連

技術的介入のきっかけとインターネットの存在と仕
組の理解の間の関連について，学齢を制御変数として
スピアマンの順位相関係数を求めた。

表12　インターネットの存在の理解とインターネット利用時間との関連
レベル2 レベル3 レベル4

係数 標準誤差 p 値 オッズ比
信頼区間

（オッズ）
係数 標準誤差 p 値 オッズ比

信頼区間
（オッズ）

係数 標準誤差 p 値 オッズ比
信頼区間

（オッズ）

性別
学齢

利用時間
（切片）

-0.027
0.066
0.001
0.826

0.164
0.054
0.000
0.187

.871

.221
<.01

0.974
1.068
1.001

0.706 - 1.343
0.961 - 1.187
1.000 - 1.001

-0.055
0.504
0.001
-0.708

0.167
0.054
0.000
0.202

.742
<.001
<.001

0.946
1.655
1.001

0.682 - 1.314
1.489 - 1.840
1.001 - 1.002

-0.033
0.555
0.001
-1.823

0.193
0.062
0.000
0.248

.864
<.001
<.001

0.967
1.742
1.001

0.663 - 1.411
1.544 - 1.966
1.001 - 1.002

表13　インターネットの仕組の理解とインターネット利用時間との関連
レベル2 レベル3 レベル4

係数 標準誤差 p 値 オッズ比
信頼区間

（オッズ）
係数 標準誤差 p 値 オッズ比

信頼区間
（オッズ）

係数 標準誤差 p 値 オッズ比
信頼区間

（オッズ）

性別
学齢

利用時間
（切片）

-0.228
0.130
0.000
-0.755

0.129
0.041
0.000
0.151

.076
<.01
.236

0.796
1.139
1.000

0.618 - 1.024
1.052 - 1.234
0.999 - 1.000

0.147
0.497
0.001
-2.259

0.126
0.040
0.000
0.171

.244
<.001
<.001

1.158
1.643
1.001

0.905 - 1.482
1.521 - 1.776
1.000 - 1.001

0.037
0.754
0.001
-3.812

0.150
0.050
0.000
0.239

.804
<.001
<.001

1.038
2.126
1.001

0.774 - 1.392
1.927 - 2.346
1.000 - 1.001

表14　インターネットの存在の理解と技術的介入の関連
レベル2 レベル3 レベル4

係数 標準誤差 p 値 オッズ比
信頼区間

（オッズ）
係数 標準誤差 p 値 オッズ比

信頼区間
（オッズ）

係数 標準誤差 p 値 オッズ比
信頼区間

（オッズ）

学齢（中心化）
未利用・介入なし
介入あり・介入なし

（切片）

.06
-.85
.14

1.50

.06

.21

.22

.17

.32
<.001

.53
<.001

1.06
 .43
1.15
4.50

 .95 - 1.18
 .28 -  .61
 .74 - 1.79
3.24 - 6.24

.49
-1.01
.54

1.52

.06

.22

.23

.17

<.001
<.001
<.05

<.001

1.64
 .36
1.72
4.57

1.47 - 1.82
 .24 -  .56
1.11 - 2.68
3.28 - 6.39

.55
-.66
.47
.48

.06

.25

.26

.20

<.001
<.05
.06

<.05

1.73
 .52
1.61
1.61

1.53 - 1.96
 .32 -  .85
 .97 - 2.65
1.10 - 2.37

表15　インターネットの仕組の理解と技術的介入の関連
レベル2 レベル3 レベル4

係数 標準誤差 p 値 オッズ比
信頼区間

（オッズ）
係数 標準誤差 p 値 オッズ比

信頼区間
（オッズ）

係数 標準誤差 p 値 オッズ比
信頼区間

（オッズ）

学齢（中心化）
未利用・介入なし
介入あり・介入なし

（切片）

.13

.12

.42
-.69

.04

.17

.16

.12

<.01
.48

<.01
<.001

1.13
1.13
1.52
.50

1.04 - 1.23
 .81 - 1.58
1.11 - 2.08
 .39 -  .64

.50
-.30
.56
-.44

.04

.18

.15

.12

<.001
.01

<.001
<.001

1.65
 .74
1.75
 .64

1.53 - 1.79
 .53 - 1.05
1.30 - 2.36
 .51 -  .81

.75
-.31
.65

1.17

.05

.22

.18

.15

<.001
.16

<.001
<.001

2.11
 .74
1.92
 .31

1.91 - 2.33
 .48 - 1.13
1.35 - 2.73
 .23 -  .42
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3.5.1　インターネットの存在の理解と介入のきっかけ
相関係数の値は大きくはないものの，インターネッ

トの存在の理解と「説明（このような設定がなぜ必要な
のか子どもに説明した）」の間に有意な正の相関関係が
見られた（r=.23, p<.001）。同様に，「話しあい（子ども
の考えや気持ちを聞きながら，どのような設定をした
らよいのか，子どもと話し合った）」との間にも有意な
正の関係が見られた（r=.18, p<.001）。しかし，「大人
主導（子どもの意見は参考にせず，事前に親が設定した
機器をつかわせている）」では有意な関係が見られな
かった（r=-.06, n .s .）。以上の結果から，同じ学齢の子
どもに対して，大人が一方的にインターネットの利用
を制限する設定をするよりも，そのような設定の必要
性について説明をしたり，話しあったりすることが，
インターネットの存在の理解を促すことが示唆された。

3.5.2　インターネットの仕組の理解と介入のきっかけ
相関係数の値は小さいものの，インターネットの仕

組の理解と「説明」（r=.26, p<.001）と「話しあい」
（r=.19, p<.001）の間に有意な正の相関関係が見られた。
一方で，「大人主導」との間には有意な関連は見られな
かった（r=.01, n .s .）。以上の結果から，インターネット
の存在の理解と同様に，大人が一方的にインターネッ
トの利用を制限する設定をするよりも，その必要性に
ついて説明や話しあいすることがインターネットの仕
組の理解を促すことが示唆された。

4．考察

4.1　低年齢の子どものインターネット理解の現状

本研究では，簡便な方法で低年齢の子どものインター
ネット理解を測定するため保護者評定による尺度を作
成した上で，低年齢の子どものインターネットの理解
に関する実態を明らかにし，発達が進むにつれてどの
ように理解が変化していくのか検討することを目的と
していた。

インターネットの存在について，インターネット接
続機器の存在を認識していない段階をレベル1，イン
ターネットへの接続を認識していない段階をレベル2，
経験に基づく具体的・知覚的理解をレベル3とし，経
験したことがないことについても抽象的・概念的理解
できる段階をレベル4とする保護者評定による尺度を
作成した。その結果，おおよそレベル1・2は未就学児
が，レベル3・4は小学生が該当すると回答する割合が
多く，学齢が上がるにつれてレベル1・2の該当者が減
り，レベル3・4の該当者が増えるという傾向が見られ
た。

インターネットの仕組について，インターネットに
よって外部とネットワークでつながることを認識して
いない段階をレベル1，身近な既知人物との接続のみ
を認識している段階（経験に基づく具体的な理解）をレ
ベル2，未知人物との接続を認識している段階（抽象的
概念的理解）をレベル3，全世界との接続を認識してい
る段階をレベル4とする尺度を作成した。その結果，イ
ンターネットの存在の理解と同様，レベル1・2は未就
学児が，レベル3・4は小学生が該当する割合が多いこ
とが示された。

これまでの先行研究では，児童期以降のインターネッ
ト理解の発達的変化について検討されてきたが（Yan, 
2005, 2006, 2009），低年齢の子どものインターネット
理解がどのように発達していくのかについてはほとん
ど検討されていなかった。幼児期のインターネットを
認識していない段階から，徐々に具体的・知覚的理解
の段階に変化していくことを示した本研究は意義があ
るものと言えるだろう。さらに，インターネットの存
在の理解も仕組の理解も，最も抽象的・概念的理解の
段階であるレベル4に該当すると回答した小学生3年生
の割合は男女とも，存在の理解ではおよそ3割強，仕
組の理解ではおよそ2割強であった。Yan（2005, 2006, 
2009）の一連の研究で示唆された通り，小学校低学年
ではインターネットを抽象的・概念的に理解すること
は難しく，中学年から高学年にかけて徐々に具体的な
経験に基づく知覚的理解から，抽象的・概念的な理解
へ発達するものと考えられる。

4.2　 低年齢の子どものインターネット理解とイン
ターネット利用経験との関連

インターネットの存在の理解，仕組の理解とも，利
用時間と学齢のオッズ比を比べると学齢の方が高く，
Yan（2005, 2006）と同様に，インターネット利用経験
よりも年齢の方がインターネット理解を促す可能性が
示唆された。一方で，本研究では，学齢を統制した場
合でも，インターネット利用時間がレベル3（利用機器
のインターネット接続の理解）・4（未利用機器のイン
ターネット接続の理解）への該当しやすさを高める傾向
が示された。したがって，単に学齢があがれば自然に
インターネットに関する理解が進むというわけではな
く，同じ学齢でもインターネット利用時間が長い方が
インターネットに対する理解が促進される可能性が考
えられる。インターネットの存在と仕組の理解の発達
には学齢とネット利用経験のどちらか一方ではなく，
両者が影響していると言えるだろう。
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4.3　 低年齢の子どものインターネット理解と養育者
による技術的介入の関連

上述の通り，本研究においてもYan（2005,2006）と同
様，年齢がインターネット理解の促進に大きな要因に
なることが示唆された。しかし，どうして年齢が上が
ることによってインターネット理解が促進されるのか，
その理由については不明瞭である。年齢が低い子ども
は抽象概念の理解等が未成熟であるため，複雑なイン
ターネットの存在や仕組を理解できなかったのか，あ
るいは，年齢の低い子どもはフィルタリング等，養育
者等に制限された状態で，インターネット利用をして
いるためインターネットを正確に理解することが難し
いのか（Mertala, 2019）については，Yan（2005, 2006, 
2009）の一連の研究やその後の研究（e.g.,Edwards et al., 
2016）では検討されていなかった。そこで本研究では，
インターネットの技術的介入とインターネットの理解
との関連を検討した。

その結果，インターネットの存在の理解について，
学齢が同じだった場合，インターネットを使わない群
よりも技術的介入がない状況でインターネットを利用
する群の方が，レベル1よりもレベル2・3・4に該当す
ると回答しやすい傾向が示された。また，技術的介入
がない状況でインターネットを利用する群よりも，介
入がある状況で利用した群の方が，インターネットの
存在の理解についてレベル1よりもレベル3に該当する
と回答しやすい傾向が示された。学齢が同じ場合，イ
ンターネットを利用することがインターネットの存在
に関する理解を促進することが示唆される。さらに，
インターネットの存在の理解について，レベル3は未
知人物とのつながりという抽象的・概念的な理解を必
要とする段階であり，このような段階に進むには，自
由に子どもにインターネットを利用できる環境よりも，
養育者がある程度，利用を制限する設定した環境で利
用することが必要であると考えられる。

インターネットの仕組の理解について，学齢を統制
した分析の結果，インターネット利用に対して技術的
な介入がない群よりもある群の方が，レベル1よりも
レベル2・3・4に該当すると回答しやすく，インター
ネット未利用と介入なしではこのような結果は得られ
なかった。以上の結果から，学齢が同じ子どもでも，
インターネット利用を保護者が技術的に制限した場合
にインターネットの仕組の理解が促進される可能性が
示唆される。Yan（2005, 2006）で指摘された通り，学
齢はインターネット理解を促進する大きな要因ではあ
るものの，学齢を統制した後でも，インターネット利
用環境がインターネット理解と関連があること，自由

に利用できる環境よりも養育者が子どもに適切な環境
を設定した上で制限のある利用をした方がインターネッ
ト理解を促す可能性があることが本研究によって示さ
れた。Mertala（2019）は，子どものコンピュータやイ
ンターネット理解に関する研究を概観した上で，Yan

（2005, 2006）が示した年齢がインターネット理解を促
進する要因である理由として，低年齢の子どもは制限
のある環境でインターネットを利用しているためイン
ターネットを正確に理解することが難しい可能性を指
摘している。しかし，本研究では，制限された環境の
中での利用が，低年齢の子どものインターネット理解
の妨げになるのではなく，反対に理解を促進する可能
性が示唆された。このような結果が得られた理由とし
て，技術的介入を導入が，親子でのインターネットに
関する話し合いのきっかけとなったことが考えられる。
技術的介入のきっかけとインターネット理解の関連を
検討した結果，養育者が一方的に技術的介入を導入す
るのではなく，その必要性を説明したり，話しあうこ
とがインターネットの存在や仕組の理解と関連があっ
た。養育者が一方的に利用制限を設定するのではなく，
設定をきっかけに，養育者が子どもに設定の必要性を
説明したり，一緒に話しあったりする経験が，インター
ネットの存在や仕組の理解を促すものと考えられる。

4.4　本研究の限界と今後の展望 

本研究では，簡便な方法で低年齢の子どものインター
ネット理解を測定するため保護者評定による尺度を作
成し，低年齢の子どもたちがインターネットの存在や
仕組についてどのように理解しているのか実態を明ら
かにしようとした。その結果，幼児期はインターネッ
トの存在や仕組を認識していない段階，あるいは，経
験に基づく具体的で知覚的な理解の段階であることが
多く，小学生になると徐々に経験に依らない抽象的・
概念的理解が始まることが示唆された。一方で，今回
の尺度は保護者評定によるものであり，あくまで保護
者の目から子どものインターネットの存在や仕組の理
解について捉えたに過ぎない。実際に低年齢の子ども
たちがインターネットに対してどのような理解をして
いるのか検討する必要があるものと考えられる。

また，インターネット理解を促進しうる要因として
学齢，インターネット利用時間，養育者による技術的
介入に着目し，インターネット理解との関連を検討し
た。その結果，年齢とインターネット利用時間の両方
がインターネット理解と関連すること，フィルタリン
グ等，養育者がインターネット利用に制限を設定した
環境での利用経験や，その必要性について養育者が説
明したり，話しあったりすることがインターネットに
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対する存在や仕組の理解を促す可能性が示唆された。
しかしながら，本研究は1時点のみの調査であり，養
育者の子どもに対するインターネット利用に関する関
わりが，インターネット理解を促進したかどうか因果
関係については不明瞭である。今後は，縦断研究等を
行い，因果関係を検討する必要があるだろう。
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